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佐藤きみ子さん（高玉）
大正８年 10月 13日生まれ

歩
み
続
け
て
一
世
紀
ー

 

百
年
目
の

寿

　

数
え
年
で
今
年
〝
１
０
０
歳
〞
を
迎

え
ら
れ
る
８
人
の
皆
さ
ん
に
、
町
か
ら

賀
詞
と
御
祝
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
素
敵
な
笑
顔
で
、
明
る

く
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

渋谷おきちさん（中山）
大正８年３月４日生まれ

土屋 きよさん（荒砥甲）
大正８年１月 26日生まれ

児玉 角治さん（高玉）
大正８年 10月 27日生まれ

小林 まんさん（荒砥甲）
大正８年 11月 14日生まれ

小松 ふささん（十王）
大正８年７月 10日生まれ

黒澤 ふじさん（鮎貝）
大正８年７月 10日生まれ

祝・おめでとうございます祝・おめでとうございます祝・おめでとうございます祝・おめでとうございます祝・おめでとうございます祝・おめでとうございます祝・おめでとうございます祝・おめでとうございます祝・おめでとうございます祝・おめでとうございます祝・おめでとうございます祝・おめでとうございます祝・おめでとうございます祝・おめでとうございます祝・おめでとうございます祝・おめでとうございます祝・おめでとうございます祝・おめでとうございます祝・おめでとうございます祝・おめでとうございます祝・おめでとうございます祝・おめでとうございます祝・おめでとうございます祝・おめでとうございます祝・おめでとうございます祝・おめでとうございます祝・おめでとうございます祝・おめでとうございます祝・おめでとうございます祝・おめでとうございます祝・おめでとうございます祝・おめでとうございます祝・おめでとうございます祝・おめでとうございます祝・おめでとうございます祝・おめでとうございます祝・おめでとうございます祝・おめでとうございます祝・おめでとうございます祝・おめでとうございます祝・おめでとうございます祝・おめでとうございます祝・おめでとうございます祝・おめでとうございます祝・おめでとうございます祝・おめでとうございます祝・おめでとうございます祝・おめでとうございます祝・おめでとうございます祝・おめでとうございます祝・おめでとうございます祝・おめでとうございます祝・おめでとうございます祝・おめでとうございます祝・おめでとうございます祝・おめでとうございます祝・おめでとうございます祝・おめでとうございます祝・おめでとうございます祝・おめでとうございます祝・おめでとうございます祝・おめでとうございます祝・おめでとうございます祝・おめでとうございます祝・おめでとうございます

靜山本　　さん（畔藤）
大正８年 10月 18日生まれ
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ＴＯＷＮ ＮＥＷＳ

豪
華
で
見
ご
た
え
の
あ
る
大
輪
の
ダ
リ
ア

「
農
林
水
産
大
臣
賞
」
に
横
山
聡
さ
ん

受
賞
報
告
に
来
庁
さ
れ
た
大
木
光
明

さ
ん
（
中
央
）
と
妻
・
豊
美
さ
ん
（
左
）

　

大
木
光
明
さ
ん
・
豊
美
さ
ん

（
畔
藤
）
が
山
形
県
ベ
ス
ト
ア

グ
リ
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
木
さ
ん
は
、
父
母
、
長
男

を
含
め
３
世
代
に
よ
り
家
族
一

丸
と
な
っ
て
酪
農
経
営
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
山

形
県
酪
農
業
協
同
組
合
の
「
マ

イ
ス
タ
ー
ミ
ル
カ
ー
」
認
定
、

「
山
酪
ハ
セ
ッ
プ
」
の
４
年
連

続
ゴ
ー
ル
ド
認
証
を
受
け
る
な

ど
、
徹
底
し
た
生
乳
の
品
質
向

大
木
光
明
さ
ん
・
豊
美
さ
ん

「
山
形
県
ベ
ス
ト
ア
グ
リ
賞
」
受
賞

上
の
取
り
組
み
の
ほ
か
、
コ
ス

ト
削
減
、
自
給
飼
料
確
保
な
ど

に
も
努
め
て
い
ま
す
。
優
れ
た

経
営
と
と
も
に
、
地
域
の
担
い

手
、
農
業
委
員
と
し
て
地
域
農

業
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
る

点
な
ど
が
評
価
さ
れ
、
こ
の
た

び
の
栄
え
あ
る
受
賞
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
農
業
の

発
展
に
向
け
た
ご
活
躍
に
期
待

し
ま
す
。

喜
び
の
報
告
に
来
庁
さ
れ
た
横
山
聡
さ
ん

（
中
央
）
と
父
・
正
弘
さ
ん
（
左
）

　
「
や
ま
が
た
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
７
」
の
花

き
品
評
会
に
お
い
て
、
横
山
聡

さ
ん
（
鮎
貝
）
が
農
林
水
産
大

臣
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

横
山
さ
ん
が
出
展
し
た
花
き

は
「
ダ
リ
ア
（
品
種

：

か
ま
く

ら
）」
で
、「
白
色
の
大
輪
の
花

が
豪
華
で
あ
る
と
と
も
に
、花
・

茎
・
葉
の
バ
ラ
ン
ス
が
整
っ
た

見
ご
た
え
の
あ
る
秀
で
た
作

品
。
出
品
物
中
で
群
を
抜
く
出

来
栄
え
」
と
講
評
を
受
け
、
総

出
品
数
２
５
５
点
の
最
優
秀
に

輝
き
ま
し
た
。
受
賞
報
告
会
に

お
い
て
、
横
山
さ
ん
は
「
白
鷹

町
の
ダ
リ
ア
品
質
は
県
内
ト
ッ

プ
。
若
い
力
で
地
域
農
業
を
さ

ら
に
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」

と
力
強
く
語
り
ま
し
た
。

白
鷹
学
講
座
パ
ー
ト
５

「
内
田
美
智
子
氏   

講
演
会
」
を
開
催

　

平
成
29
年
度
の
第
５
回
目
の

白
鷹
学
講
座
は
１
月
24
日
、
町

産
業
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
は
、
平
成
29
年
度
置
賜

地
域
男
女
共
同
参
画
地
域
講
座

実
行
委
員
会
が
主
催
す
る
「
男

女
共
同
参
画
地
域
講
座
」
と
し

て
行
わ
れ
、
助
産
師
で
あ
り
、

福
岡
県
子
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
も
活
躍
さ
れ
て
い
る
内

田
美
智
子
氏
が
「
い
の
ち
を
い

た
だ
い
て
、
つ
な
い
で
、
育
む

こ
と
。」
と
題
し
て
講
演
。
町

内
外
か
ら
約
１
４
０
人
が
来
場

し
ま
し
た
。

　

内
田
さ
ん
は
、
は
じ
め
に

「
命
が
け
で
産
ん
だ
子
ど
も
は

命
が
け
で
育
て
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
し
、「
生
の
反
対
は

死
で
は
な
く〝
生
ま
れ
な
い
〟こ

と
。
人
は
そ
こ
に
い
る
だ
け
で

価
値
が
あ
る
」
と
参
加
者
に
訴

え
か
け
ま
し
た
。
ま
た
、
思
春

期
の
子
ど
も
た
ち
を
見
て
き
て

「
食
」
の
大
切
さ
に
行
き
つ
い

た
と
い
う
内
田
さ
ん
は
、
現
代

の
家
庭
の
食
卓
の
実
情
を
紹
介

し
「
心
が
ひ
も
じ
い
子
が

増
え
て
い
る
」
と
指
摘
。

参
加
者
は
自
分
の
家
庭
の

食
卓
を
思
い
浮
か
べ
な
が

ら
話
に
耳
を
傾
け
、
子
ど

も
た
ち
に
対
す
る
気
持
ち

を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
て

い
る
様
子
で
し
た
。

　

次
回
の
白
鷹
学
講
座

（
パ
ー
ト
６
）
は
３
月
４

日
、
映
画
「
こ
の
世
界
の

片
隅
に
」
を
町
産
業
セ
ン

タ
ー
で
上
映
予
定
で
す
。

白
鷹
町
で
は
、
７
年
ぶ
り
２
回
目
の
講
演

と
な
っ
た
内
田
さ
ん
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まちのニュース

春
か
ら
ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生
！

新
入
学
児
童
に
ラ
ン
ド
セ
ル
を
贈
呈

　

１
月
24
日
及
び
２
月
２
日

に
、
町
内
４
つ
の
小
学
校
を
会

場
に
、
新
入
学
児
童
へ
ラ
ン
ド

セ
ル
を
贈
る
事
業
が
昨
年
度
に

引
き
続
き
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
町
内
在
住
の

児
童
の
新
入
学
を
祝
う
と
と
も

に
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担
を

軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

も
の
。
今
年
度
は
、
対
象
者
93

人
の
う
ち
申
請
の
あ
っ
た
89
人

に
、町
内
の
か
ば
ん
製
造
業「
㈲

ら
ん
ど
ー
る
山
形
（
今
野
義
雄

社
長
）」
で
製
造
さ
れ
た
色
と

り
ど
り
の
ラ
ン
ド
セ
ル
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
春
か
ら
荒
砥
小
学

校
に
通
う
青
木
琉
翔
く
ん
は
、

真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
手
に

「
う
れ
し
い
。（
小
学
校
で
は
）

勉
強
と
サ
ッ
カ
ー
を
が
ん
ば
り

た
い
」
と
ワ
ク
ワ
ク
し
た
表
情

を
見
せ
ま
し
た
。

町
芸
術
文
化
の
さ
ら
な
る
発
展
へ
―
―

白
鷹
町
芸
術
文
化
協
会
「
新
春
の
つ
ど
い
」

　

１
月
21
日
、
パ
レ
ス
松
風
を

会
場
に
白
鷹
町
芸
術
文
化
協
会

（
伊
藤
久
志
会
長
）
の
新
春
の

つ
ど
い
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
同
協
会
の
会
員

な
ど
約
１
１
０
人
が
出
席
。
平

成
29
年
度
の
事
業
経
過
報
告
後

に
、
芸
術
文
化
の
振
興
に
功
績

の
あ
っ
た
６
人
に
表
彰
が
行
わ

れ
ま
し
た
。受
賞
者
を
代
表
し
、

菅
間
誠
一
さ
ん
が
「
伝
統
あ
る

賞
を
い
た
だ
け
た
の
は
、
協
会

の
皆
さ
ん
や
英
会
の
仲
間
の
お

か
げ
。〝
さ
ら
に
精
進
し
な
さ

い
〟と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
捉

え
、
今
後
も
活
動
に
励
ん
で
い

き
た
い
」
と
謝
辞
。
続
い
て
伊

藤
会
長
が
「
会
員
の
皆
さ
ん
が

楽
し
く
元
気
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

活
動
で
活
躍
で
き
る
こ
と
を
祈

念
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。そ
の
後
、祝
吟「
祝
賀
詞
」

の
披
露
、
お
楽
し
み
抽
選
会
を

交
え
た
交
流
会
が
行
わ
れ
、
互

い
の
今
後
の
活
動
や
新
年
の
抱

負
な
ど
を
語
ら
い
ま
し
た
。

■白鷹町芸術文化協会表彰受賞者

賞 氏　名 加入団体名

芸術文化賞
菅間　誠一さん 観世流英会

佐藤　　潔さん 高栄会（高玉芝居）

奨励賞
梅津しげ子さん 民踊けんこう教室

奥山　光子さん 白鷹女声コーラスさくら

感謝状
土方　俊男さん 白鷹町少年少女合唱団

小形　恭子さん よさこい白鷹櫻鷹會

（
一
段
目
）
左
か
ら
梅
津
さ
ん
、

菅
間
さ
ん
、奥
山
さ
ん
（
二
段
目
）

左
か
ら
土
方
さ
ん
、
佐
藤
さ
ん
、

小
形
さ
ん
、

親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
―
―

に
こ
ぽ
ー
と
で
子
育
て
支
援
講
座
を
開
催

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
に

こ
ぽ
ー
と
」
の
来
館
者
５
万
人

を
記
念
し
た
「
子
育
て
支
援
講

座
」
が
１
月
25
日
、
同
所
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
で
あ
り
、
マ
ザ
ー
ズ

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
も
活
躍

さ
れ
て
い
る
伊
藤
こ
ず
恵
さ
ん

が
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
と
な
り
、
親

子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
う
ま
く
い
く
よ
う
に
す
る
た

め
の
コ
ツ
を
参
加
者
に
伝
え
ま

し
た
。
伊
藤
さ
ん
は
「
母
親
の

言
葉
に
は
大
き
な
影
響
力
が
あ

る
」
と
し
、
子
ど
も
の
自
己
肯

定
感
を
低
く
し
て
し
ま
う
５
つ

の
Ｎ
Ｇ
ワ
ー
ド
を
提
示
。
参
加

者
は
「
つ
い
Ｎ
Ｇ
ワ
ー
ド
を

使
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
も
っ

と
使
う
言
葉
を
気
に
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

参
加
者
に
子
ど
も
に
対
す
る
普
段
の
様
子

を
聞
く
伊
藤
さ
ん
（
左
か
ら
二
人
目
）。

３
月
４
日
に
は
第
２
回
講
座
を
開
催
予
定

「
白
鷹
町
で
作
ら
れ
た
ラ
ン
ド
セ
ル

を
背
負
っ
て
元
気
に
通
学
し
て
く
だ

さ
い
」
と
、
佐
藤
町
長
か
ら
一
人
ひ

と
り
に
ラ
ン
ド
セ
ル
が
手
渡
さ
れ
た
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■表彰者一覧

氏名（学校名または所属・学年） 競技名 大　会　名　等

【殊勲賞】

安達　桂子さん（九里AC） 陸上競技
第70回山形県陸上競技選手権大会 女子5000m競歩 優勝
第56回全日本50km競歩高畠大会 第２位

五十峯豪士さん（YAMAGATA CLUB）ソフトボール

第37回東北クラブ男子ソフトボール選手権大会 優勝
第63回東北総合男子ソフトボール選手権大会 優勝
第38回全日本クラブ男子ソフトボール選手権大会 出場
第63回全日本総合男子ソフトボール選手権大会 出場

児玉　聡太さん（YAMAGATA CLUB）ソフトボール

第37回東北クラブ男子ソフトボール選手権大会 優勝
第63回東北総合男子ソフトボール選手権大会 優勝
第38回全日本クラブ男子ソフトボール選手権大会 出場
第63回全日本総合男子ソフトボール選手権大会 出場

長谷部陽香さん（scarecrows） ソフトボール
第72回国民体育大会ソフトボール競技（成年女子）山形県予選 優勝
第44回東北総合体育大会ソフトボール競技（成年女子） 準優勝

白鷹エンゼルス（白鷹町ソフトボール協会）ソフトボール
第26回山形県健康福祉祭ソフトボール大会 優勝
第31回全国健康福祉祭とやま大会（平成30年11月開催）出場権獲得

渡部　　凌さん（羽黒高１年） バスケットボール
平成29年度第68回山形県高等学校総合体育大会バスケットボール競技 優勝
平成29年度全国高等学校総合体育大会バスケットボール競技 出場

【栄光賞】

廣居　千尋さん（白鷹中２年） 陸上競技 第48回ジュニアオリンピック陸上競技大会 女子100ｍハードル 出場

青木　菜々さん（米沢中央高３年） ソフトボール 平成29年度全国高等学校総合体育大会女子ソフトボール競技 出場

今野りおんさん（米沢中央高３年） ソフトボール 平成29年度全国高等学校総合体育大会女子ソフトボール競技 出場

板垣　翔斐さん（南陽高３年） ソフトボール 平成29年度全国高等学校総合体育大会男子ソフトボール競技 出場

橋本　凌央さん（南陽高２年） ソフトボール 平成29年度全国高等学校総合体育大会男子ソフトボール競技 出場

今　　躍作さん（南陽高２年） ソフトボール 平成29年度全国高等学校総合体育大会男子ソフトボール競技 出場

佐藤　笙太さん（南陽高２年） ライフル射撃 第55回全国高等学校ライフル射撃競技選手権大会 出場

　

１
月
20
日
、
パ
レ
ス
松
風
に

お
い
て
白
鷹
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興

懇
談
会
が
行
わ
れ
、
そ
の
席
上

で
平
成
29
年
度
に
各
種
競
技
で

輝
か
し
い
功
績
を
残
さ
れ
た
下

記
の
13
人
へ
、
白
鷹
町
体
育
協

会
表
彰
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
受
賞
者
一
人
ひ
と

り
に
町
体
育
協
会
の
鈴
木
雅
明

会
長
か
ら
賞
状
と
メ
ダ
ル
が
手

渡
さ
れ
、
鈴
木
会
長
は
「
今
後

も
け
が
に
気
を
つ
け
て
活
躍

し
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
喜
び
と

感
動
を
与
え
て
ほ
し
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
受
賞
者
を
代
表
し
、

五
十
峯
豪
士
さ
ん
が
「（
今
年

第 29回白鷹町スポーツ振興懇談会
平成29年度前期白鷹町体育協会表彰式

１_県大会や東北大会での優勝、山形県代表として全国

大会へ出場した受賞者の皆さん　２_競技指導者など約

70 人を前に講演する今野さん

は
）
昨
年
以
上
の
成
績
を
残
し

て
恩
返
し
が
し
た
い
。
そ
し
て

白
鷹
町
の
ス
ポ
ー
ツ
が
よ
り
活

気
づ
く
よ
う
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
」と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
表
彰
後
の
講
演
会
で

は
、
㈱
ド
リ
ー
ム
ゲ
ー
トH

ot 
Y

oga &
 Fitness G

ill

の
今
野

陽
介
さ
ん
が
『
ア
ス
リ
ー
ト
の

体
を
つ
く
る
３
メ
ソ
ッ
ド
』
～

子
供
た
ち
の
た
め
の
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ニ
ン
グ
法
～
と
題
し
て
講

演
。
実
技
も
交
え
な
が
ら
子
ど

も
た
ち
へ
の
指
導
に
関
す
る
ノ

ウ
ハ
ウ
を
伝
え
ま
し
た
。

１

２
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荒砥高校生などが除雪ボランティア

寒さに負けず、せっせと雪かき

　１月 27日、荒砥高校生と町職員、町小学校教職員
が町内の高齢者宅で除雪ボランティアを行いました。
　年明けからの大雪による影響を受け、町社会福祉協
議会ボランティアセンター（竹田寛治センター長）が
参加者を募り、今回は西高玉、西横田尻、山口地区の
計８軒で実施。この日も全国的な寒波により時折雪が
吹きつける厳しい天候となりましたが、参加者はス
コップやダンプ、除雪機を使って雪の山をきれいに取
り除きました。参加した高校生は「大変だったけど、
人のためになっていると考えると手が止まらなかっ
た。また参加したい」と清々しい笑顔を見せました。 寒い中、黙々と除雪作業をする荒砥高校生

文化財防火デー

地域の力で文化財保護！

　１月 28日、文化財防火デー（１月 26日）に合わせ、
昨年に茅屋根の改修と消防ポンプ等の更新を行ったば
かりの観音寺観音堂（国指定有形文化財）で、観音寺
観音堂自衛消防隊総合訓練が行われました。
　訓練には、深山観音堂自衛消防隊や消防白鷹分署な
どから約 30 人が参加。最林寺秀章住職が 119 番へ
通報し、その後、息の合った迅速な連携により放水が
行われました。寒い中での訓練でしたが、参加者は情
報伝達や放水手順をしっかり確認し、地域の宝を守る
ことへの意識を高めました。なお、１月 26日には鮎
貝八幡宮本殿（県指定有形文化財）で防火祈願祭が行
われました。 訓練に参加した隊員たちによる一斉放水

　１月４日、新春を寿（ことほ）ぎ、町政の一層の進
展を祈念することを目的とした新春賀詞交歓会が JA
山形おきたま白鷹支店で盛大に開催されました。
　今回で３年目の開催となった賀詞交歓会。今年も町
内外の各界から約 160 人が出席しました。佐藤町長
は「今年は戌年。イヌはお産が軽いと言われているこ
とから、今年は新たに何かを生み出せる良い年となる
はず」とあいさつ。出席者は互いに新年のあいさつを
交わしながら新睦を深めました。

新年を祝い、町のさらなる飛躍を誓う

白鷹町新春賀詞交歓会を開催

2018年の飛躍を誓い献杯する出席者
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【
団
体
の
部
】

１
位　

Ｂ
チ
ー
ム

（
新
野
・
佐
藤
・
金
田
・
中
川
）

２
位　

Ｆ
チ
ー
ム

（
金
田
・
山
口
・
横
山
・
梅
津
）

３
位　

Ｅ
チ
ー
ム

（
小
関
・
松
野
・
遠
藤
・
梅
津
）

【
個
人
の
部
】

１
位　

新
野
由
紀
子

２
位　

安
部　

優
樹

３
位　

山
口　
　

顕

【
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
の
部
】

１
位　

金
田
美
知
子

２
位　

金
田　

正
子

３
位　

小
川　

五
郎

第
34
回
白
鷹
町
卓
球
大
会

大会
結果

１
月
28
日
／
荒
砥
小
学
校
体
育
館

スポーツ振興くじ助成金は、東陽グランドや野球場・

ソフトボール場の改修など、白鷹町の多くの施設に使

われています。スポーツくじの購入にご協力ください。

　深山和紙振興研究センターでは１月 21日、恒例の
楮ふかしが行われました。
　深山和紙の原料となる楮。夜も明けきらぬ早朝４時
頃から大窯の火加減を調整し、約 900kg を４回に分
けてふかしました。束にした楮は約２時間半ほど蒸さ
れ、たるを持ち上げると辺り一面が湯気で真っ白に。
大人５人がかりで取り出された楮はすばやく冷水にさ
らされ、表皮を剥いで寒風の下に干されました。和紙
作りについては後継者不足が喫緊の課題となっていま
すが、この日は深山地区の営農部など約 15人が参加。
今年も力を合わせて伝統の技が守り継がれました。

守り継がれる伝統の技

熱気立ち込める楮（こうぞ）ふかし

たるを持ち上げた瞬間に湯気が立ち上り、熱気が立ち込めた

　健康福祉センターでは１月 23日、健康運動指導士
の梅津順子さんを講師に招き、「目指せ！ナイスシニ
ア体操体験教室」が行われました。
　これは、町で実施している介護予防教室への参加者
のほとんどが女性であり、男性の参加者が大変少ない
ことから実施されたもので、今回が初開催。この日は、
町内の 65 歳以上の男性約 50 人が参加しました。梅
津さんの体操指導を受けながら体をゆっくり動かし、
心地よい汗をかいた参加者の皆さん。「みんなで体操
すると楽しい」と笑顔で汗を拭きました。

目指せ！いつまでも元気な自分

ナイスシニア体操体験教室を開催

笑い声が響く会場で体を動かす参加者の皆さん
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　私たちが生活している町を住みよい町としていくために
は、私たち自らがまちづくりに参画して知恵を出し合い、
一つずつ行動に移していくことが必要です。その一つの方
法として、協働のまちづくり条例では町が設置するさまざ
まな審議会等の委員を選任するにあたり、自ら参画しよう
という方の募集について定めています。
　今回は、右記の各審議会等委員を募集します。

■
各
審
議
会
等
委
員
に
つ
い
て

➊
白
鷹
町
環
境
審
議
会
委
員

　

町
の
良
好
な
環
境
の
保
全
と
創

造
、
環
境
基
本
計
画
に
関
す
る
こ

と
な
ど
に
つ
い
て
審
議
す
る
機
関

で
す
。

▼
応
募
資
格　

①
町
内
に
住
所
を
有
し
、
応
募
時

　

点
で
満
25
歳
以
上
の
方

②
年
２
～
４
回
程
度
開
催
さ
れ
る

　

会
議
な
ど
に
出
席
で
き
る
方

▼
報
酬　

６
０
０
０
円
／
日
（
会

議
時
間
が
４
時
間
未
満
の
場
合
は

３
０
０
０
円
／
日
）

▼
所
管
部
署　

町
民
課
く
ら
し
環

境
係　

☎
85

－

６
１
３
１

➋
白
鷹
町
社
会
教
育
委
員  

　

社
会
教
育
に
関
す
る
諸
計
画
の

立
案
や
、
教
育
委
員
会
の
諮
問
に

応
じ
た
意
見
を
述
べ
る
機
関
で
す
。

▼
応
募
資
格　

①
町
内
に
住
所
を
有
し
、
応
募
時

　

点
で
満
25
歳
以
上
の
方

②
年
５
回
程
度
の
研
修
・
会
議
な

　

ど
に
出
席
で
き
る
方

▼
報
酬　

１
万
６
０
０
０
円
／
年

▼
所
管
部
署　

教
育
委
員
会
生
涯

学
習
・
文
化
振
興
係　

☎
85

－

６
１
４
６

➌
白
鷹
町
文
化
財
保
護
審
議

　

会
委
員

　

教
育
委
員
会
の
諮
問
に
応
じ
、

文
化
財
の
保
存
及
び
活
用
に
つ
い

て
、
調
査
審
議
す
る
機
関
で
す
。

▼
応
募
資
格　

①
町
内
に
住
所
を
有
し
、
応
募
時

　

点
で
満
25
歳
以
上
の
方

②
年
２
～
３
回
程
度
の
会
議
な
ど

　

に
出
席
で
き
る
方

▼
報
酬　

１
万
６
０
０
０
円
／
年

▼
所
管
部
署　

教
育
委
員
会
生
涯

学
習
・
文
化
振
興
係　

☎
85

－

６
１
４
６

■
任
期

　

平
成
30
年
４
月
１
日

　

～
平
成
32
年
３
月
31
日

■
共
通
す
る
応
募
資
格

⑴
原
則
と
し
て
、
白
鷹
町
の
他
の

　

審
議
会
等
の
委
員
で
な
い
こ
と

⑵
白
鷹
町
の
議
員
及
び
職
員
で
な

　

い
こ
と

⑶
次
の
基
準
を
満
た
す
方

①
納
税
等
（
町
税
、
各
種
負
担
金
、

　

使
用
料
な
ど
を
含
む
）
の
義
務

　

を
果
た
し
て
い
る
こ
と

②
公
民
権
を
有
し
て
い
る
こ
と

③
破
産
者
で
復
権
を
得
な
い
者
で

　

な
い
こ
と

④
成
年
被
後
見
人
、
被
保
佐
人
、

　

被
補
助
人
で
な
い
こ
と

⑤
刑
執
行
中
の
犯
罪
歴
が
な
い
こ

　

と
⑥
暴
力
団
員
等
で
な
い
こ
と

■
応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
所
管
部
署
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
応
募

要
項
及
び
応
募
用
紙
は
各
所
管
部

署
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

応
募
用
紙
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
応
募
締
切

　

３
月
５
日
（
月
）

※
当
日
消
印
有
効

■
選
考
方
法

　

審
議
会
等
委
員
選
考
審
査
会
で

審
査
の
う
え
選
考
し
ま
す
。

■
審
査
結
果

　

応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

■
そ
の
他

　

各
審
議
会
等
の
委
員
は
町
の
非

常
勤
特
別
職
と
し
て
任
命
さ
れ
ま

す
の
で
、
白
鷹
町
個
人
情
報
保
護

条
例
第
３
条
第
２
項
の
適
用
を
受

け
る
と
と
も
に
、
同
条
例
の
規
定

に
違
反
し
た
場
合
（
職
務
上
知
り

得
た
個
人
の
秘
密
を
漏
ら
し
た
場

合
な
ど
）
は
罰
則
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

各
審
議
会
等
の
所
管
部
署

町からのお知らせ

審議会等委員募集

あなたの意見で“しらたか”は変わります。

募集する審議会等と募集委員

 ❶白鷹町環境審議会委員　　　　３人

 ❷白鷹町社会教育委員　　　　　２人

 ❸白鷹町文化財保護審議会委員　２人

♡
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　　白鷹町美しい郷づくり推進会議の委員を募集します

　町では町環境基本計画を推進するため、白鷹町の
住みよい美しい環境をともに考え、ともにつくる仲
間を募集します。気軽に語り合いながら町が目指す
べき環境像を実現していきましょう。
●募集する委員の名称　
　白鷹町美しい郷づくり推進会議委員
●組織構成　当会議は、ごみの減量化や地球温暖化
　対策及び環境基本計画の推進活動を行います。ご
　み減量化対策を進めるうえで廃棄物減量等推進員
　も兼ねて委嘱し、活動を行っていただいています。
●募集人数　５名程度（委員定数20名以内のうち
　の５名）
●任期　平成30年４月１日～平成32年３月31日
●応募資格
⑴町内に住所を有し、応募時点で満20歳以上の方
⑵ごみの減量化やエネルギー、水環境等に関心のあ
　る方
⑶原則として、年６～８回程度の会議、啓発活動及
　びイベントなどに出席できる方
⑷白鷹町の議員及び職員でないこと

⑸次の基準を満たす方
①納税等（町税、各種負担金、使用料などを含む）
　の義務を果たしていること
②公民権を有していること
③破産者で復権を得ない者でないこと
④成年被後見人、被保佐人、被補助人でないこと
⑤刑執行中の犯罪歴がないこと
⑥暴力団員等でないこと
●応募方法　所定の応募用紙に必要事項を記入のう
　え、町民課に提出してください。応募用紙は町民
　課に準備しているほか、町ホームページからもダ
　ウンロードできます。（ホーム→くらし情報→環境
　保全のとりくみ）
●応募締切　３月５日（月）　※当日消印有効
●その他　「白鷹町審査会等委員選考に係る基準」
　を準用し審査のうえ選考し、審査結果を応募者全
　員に通知します。

【申し込み・問い合わせ】
町民課くらし環境係　☎85-6131

町からのお知らせ

♡♡婚活サポート委員募集
　結婚を希望する方に対し、出会いのお世話や出
会いの場の提供などを行うキューピット役の婚活
サポート委員を募集します。
♥活動内容：結婚に関する相談や婚活支援、出会
　いイベントの実施や仲人活動等
♥任期：平成30年４月１日～平成32年３月31日
♥募集人員：15名程度
♥応募資格
❶町内に住所を有するか、町内出身の方で、応募
　時点で満20歳以上の方
❷結婚支援に熱意と関心があり、ボランティア
（交通費等の実費支給）として活動できる方

❸月１回程度の会議に出席できる方
❹運転免許をお持ちの方
※詳しくはお問い合わせください。
♥応募締切：２月20日（火）
♥応募方法：応募用紙を健康福祉課へ提出くださ
　い。詳しくは町ホームページをご覧ください。
「白鷹町審査会等委員選考に係る基準」を準用し
　審査のうえ選考します。その後、審査結果を応
　募者全員に通知します。

【申し込み・問い合わせ】
健康福祉課子育て支援係　☎86-0212

若者の出会いや結婚を応援してみませんか？
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町からのお知らせ

▼
入
居
対
象
者　

情
報
産
業
を
営
む

個
人
・
法
人
の
方
、
研
究
開
発
や
起

業
、
新
事
業
の
創
出
、
新
分
野
な
ど

▼
内
容　

ビ
ジ
ネ
ス
オ
フ
ィ
ス
（
１

戸
建
）
１
棟
（
２
階
建
約
70
坪
）

▼
使
用
料　

５
万
８
６
２
０
円
／
月

▼
募
集
期
間　

２
月
13
日
（
火
）
〜

２
月
末

■ 

白
鷹
ソ
フ
ト
小
村
入
居
者
募
集※

申
込
方
法
な
ど
、
詳
細
は
町
の
ホ

　

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

☎
87

－

０
６
９
６
（
直
通
）

　

少
子
高
齢
化
・
人
口
の
減
少
な
ど

に
よ
り
、
身
近
に
あ
っ
た
商
店
が
減

少
し
、
特
に
高
齢
者
の
買
い
物
が
困

難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

蚕
桑
地
区
の
高
齢
者
の
方
を
対
象
に

御
用
聞
き
（
宅
配
）
事
業
の
実
証
実

験
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方

は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
会
員
制
（
年
会
費
・
配
達
料
な
ど

　

の
手
数
料
は
無
料
）

▼
対
象
者

①
65
歳
以
上
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い

　

る
世
帯
の
方

②
車
な
ど
の
運
転
が
で
き
な
い
、
ま

　

た
は
自
信
が
な
い
方

③
注
文
や
会
計
な
ど
、
身
の
回
り
の

　

こ
と
が
で
き
る
方

▼
注
意
事
項

①
特
定
の
時
期
の
み
の
利
用
及
び
曜

　

日
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
。

②
安
否
確
認
も
兼
ね
て
い
る
た
め
、

　

注
文
が
な
い
場
合
で
も
毎
週
訪
問

　

し
ま
す
。

※
同
居
し
て
い
る
方
で
も
、
自
身
の

　

買
い
物
に
不
便
を
感
じ
て
い
る
場

　

合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】　

商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

☎
87

－

０
６
９
６
（
直
通
）

①
特
定
の
時
期
の
み
の
利
用
及
び
曜

【
蚕
桑
地
区
限
定
】

■ 
御
用
聞
き
事
業
を
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

会
員
随
時
募
集
！

■使用しない施設などの閉栓手続き
　漏水の発見が遅れ、水道料金が高額とならないよう、
冬期間使用しない施設などの閉栓手続きを行いましょ
う。閉栓、開栓の手数料は、それぞれ1,000円です。
■水道管の破裂
　水道管が破裂した場合は、 メーターボックス内の
バルブを閉め、直ちに水を止めて町指定給水装置工事
事業者に連絡し、修理を依頼してください。ただし、
修理代は自己負担となります。
■漏水の確認
　家中の蛇口を全部閉め、トイレなどの水タンクも確
認してからメーターを確認してください。銀色のパイ
ロットマークまたは１リットル針が動いている場合は、
どこかで漏水している可能性があります。町指定給水
装置工事事業者に連絡し、修理を依頼してください。

パイロットマーク

１リットル針

冬期間も時々メー

ターを確認して、

漏水の疑いがない

かを調べましょう。

■現在、積雪のためメーター検針を休止しています
　１月から４月までは、12月検針（11月の使用水量）
の水量で料金を請求させていただき、５月の検針で精
算させていただきます。冬期間の水量が11月の使用
水量と大幅に変動することが予想される場合は、建設
水道課にご連絡ください。
■冬期間の管理
　気温がマイナス４度以下になると、防寒対策が十分
に行われていない水道管は凍結したり、破裂したりし
ます。毎年、この凍結事故が後を絶ちません。凍結に
より水道管が破裂すると、修理代はもとより、水道料
金も高額となる場合がありますので次のことに注意し
てください。水道管の凍結を防ぐには、 就寝前に「不
凍水抜栓」を完全に閉め切り、蛇口を開いて水抜きし
ましょう。半閉めの状態では、水が漏れ続ける場合が
ありますので、完全に閉めることが肝要です。翌朝使
用する場合は、完全に開けてください。
※半閉め、半開きのため漏水するケースが多く見られ
　ますので十分ご注意ください。
※ヒーター線を巻いている水道管の場合は、ヒーター
　のコンセントが確実に差し込まれているか、ヒータ
　ーが正常に作動しているかを確認しておきましょう。

水道事業からお知らせ
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町からのお知らせ

　

町
で
は
高
齢
者
の
肺
炎
を
予
防
す

る
た
め
の
予
防
接
種
を
お
す
す
め
し

て
い
ま
す
。

　

対
象
の
方
に
は
、
昨
年
４
月
下
旬

に
案
内
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
接
種
を
希
望
す
る
方
で
予

診
票
を
紛
失
さ
れ
た
方
は
担
当
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
対
象　

①
平
成
29
年
度
中
に
65
歳
、
70
歳
、

　

75
歳
、80
歳
、85
歳
、90
歳
、95
歳
、

　

１
０
０
歳
に
な
る
方
で
、
今
ま

　

で
接
種
し
た
こ
と
の
な
い
方

②
60
〜
64
歳
で
心
臓
・
呼
吸
器
等
に

　

障
害
（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
相

　

当
）
が
あ
り
、
今
ま
で
接
種
し
た

　

こ
と
の
な
い
方

■ 

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の

　 

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

③
65
歳
以
上
で
心
臓
・
呼
吸
器
等
に

　

障
害
（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
相

　

当
）
が
あ
り
、
今
ま
で
町
の
助
成

　

を
受
け
た
こ
と
の
な
い
方

▼
助
成
額　

３
０
０
０
円

※
対
象
者
①
の
方
は
、
県
内
医
療
機

　

関
（
町
内
含
む
）
に
直
接
お
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。

※
対
象
者
②
、
③
の
方
は
、
健
康
福

　

祉
課
健
康
推
進
係
ま
で
ご
相
談
く

　

だ
さ
い
。

▼
助
成
期
間　

平
成
30
年
３
月
31
日

（
土
）
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
】

健
康
福
祉
課
健
康
推
進
係

☎
86

－

０
２
１
０

★ 25日の日中（午前９時～午後５時）はリフト料金無料！
※空からの贈り物実施中は滑走できませんので、ご了承ください。

※混雑が予想されますので、お車でお越しの方は乗り合わせにご協力ください。

【問い合わせ】白鷹町教育委員会　☎ 85-6147 ／スキー場祭り実行委員会　☎ 87-2388

★★★★★★★★★ 25252525252525252525
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2/2
5 日

［会
場］
白鷹
町営
スキ
ー場

年
３
月
31
日

しらたかそばまつり開催

●いつ　３月３日（土）・４日（日）　
　午前10時～午後２時
●どこで　JA 山形おきたま白鷹支店
　２階大ホール
●料金　600円（税込）
※前売り券・当日券とも同じ料金で、
　合わせて600枚ほど用意しています。
●主催　白鷹町そばの里づくり振興会

【前売り券販売・問い合わせ】　
JA 山形おきたま白鷹支店
☎85-2121
白鷹町観光協会　
☎86-0086

山形おきたま白鷹支店

白鷹町観光協会　

タイムスケジュール

９：30 ～ 開会セレモニー

10：00 ～ イベント
①滑ってゲット ②ミルクバー ③抽選会 ④空からの贈り物

11：30 ～ 餅つき大会・振る舞い（※餅のトレー 100円）

12：30 ～ 閉会セレモニー

   第 36 回

白鷹スキー場祭り
   第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回第 36 回

餅つき
はどな

た

でも参
加 OK！

み
ん
な
来
て
ね
！

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト

盛
り
だ
く
さ
ん
！
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夢
た
く
す
学
び
の
庭
に
子
等
の
声
　
　
　
　
　
　
坂
戸
市
　
安
達
　
　
功

母
の
知
恵
学
ん
だ
知
識
今
に
生
き
　
　
　
　
　
　
長
井
市
　
安
部
あ
り
な

学
び
舎
は
福
祉
が
丘
に
よ
み
が
え
り
　
　
　
　
　
高
　
岡
　
安
部
　
健
一
　

学
舎
は
老
後
に
譲
り
姿
変
え
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
口
　
石
川
與
次
衛
門

お
ふ
く
ろ
の
味
を
学
ん
だ
妻
の
味
　
　
　
　
　
　
荒
砥
乙
　
五
十
公
野
春
己

学
び
舎
は
幻
西
中
一
期
卒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鮎
　
貝
　
植
木
　
英
夫

学
生
さ
ー
ん
呼
ば
れ
て
み
た
い
も
う
一
度
　
　
　
浅
　
立
　
梅
津
　
太
一

幼
き
日
感
謝
学
び
今
生
き
る
　
　
　
　
　
　
　
　
浅
　
立
　
梅
津
美
千
子

誰
に
で
も
思
い
出
多
い
小
学
校
　
　
　
　
　
　
　
滝
　
野
　
海
老
名
き
ち

学
舎
の
木
造
校
舎
夢
に
見
る
　
　
　
　
　
　
　
　
世
田
谷
　
遠
藤
　
八
重

学
び
に
行
き
家
に
つ
く
な
り
忘
れ
て
る
　
　
　
　
荒
砥
乙
　
木
口
　
と
よ

学
び
舎
が
ま
た
も
消
え
ゆ
く
山
の
里
　
　
　
　
　
菖
　
蒲
　
小
関
　
　
弘

独
学
で
学
ん
で
成
功
す
る
人
も
い
る
　
　
　
　
　
山
　
口
　
児
玉
　
保
子

学
舎
の
前
に
集
え
る
顔
や
か
お
　
　
　
　
　
　
　
鮎
　
貝
　
佐
藤
　
幸
子

先
人
の
学
ぶ
生
活
今
日
有
り
　
　
　
　
　
　
　
　
鮎
　
貝
　
神
保
　
玲
子

調
査
で
は
高
学
歴
教
養
低
し
が
増
加
中
　
　
　
　
荒
砥
甲
　
鈴
木
美
貴
子

教
室
の
学
習
で
な
く
今
は
ス
ポ
ー
ツ
公
園
　
　
　
十
　
王
　
平
　
　
恒
人

入
学
式
子
に
負
け
ず
と
飾
る
母
　
　
　
　
　
　
　
高
　
玉
　
髙
橋
　
朝
子

学
舎
も
老
の
介
護
の
場
と
変
り
　
　
　
　
　
　
　
荒
砥
乙
　
土
谷
　
灯
一

他
人
の
句
生
き
様
写
し
学
び
記
　
　
　
　
　
　
　
箕
和
田
　
土
屋
　
平
敏

病
床
書
物
で
学
悟
り
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
箕
和
田
　
土
屋
　
敏
子

現
代
の
科
学
の
進
歩
に
目
が
回
る
　
　
　
　
　
　
広
　
野
　
新
野
智
耶
子

笑
わ
せ
て
笑
っ
て
学
ぶ
友
が
い
る
　
　
　
　
　
　
高
　
玉
　
橋
本
つ
ね
子

学
び
舎
の
跡
形
も
な
し
里
の
過
疎
　
　
　
　
　
　
荒
砥
乙
　
保
科
　
　
努

学
歴
よ
り
忍
耐
努
力
が
先
に
立
つ
　
　
　
　
　
　
十
　
王
　
松
野
い
せ
子

勉
学
は
皆
ん
な
の
願
い
ひ
と
筋
に
　
　
　
　
　
　
ふ
じ
み
野
市

　
村
上
　
桂
造

学
校
減
り
老
介
増
え
る
日
本
国
　
　
　
　
　
　
　
十
　
王
　
守
谷
　
勝
助

敗
戦
で
学
ん
だ
平
和
わ
す
れ
ま
い
　
　
　
　
　
　
十
　
王
　
守
谷
　
三
郎

小
学
生
寿
命
の
限
り
学
び
ま
す
　
　
　
　
　
　
　
鮎
　
貝
　
横
沢
　
直
太

学
ん
で
も
忘
れ
る
方
が
多
く
苦
笑
す
る
　
　
　
　
山
　
口
　
渡
部
喜
美
子

　町報川柳　― 学 ―　　 

次回「終」二月二十五日まで。　「前」三月二十五日まで。
白鷹町大字荒砥甲八三三番地　白鷹町役場企画政策課情報係　 宛

　

こ
ん
に
ち
は
。
皆
さ
ん
、
毎
日
の

雪
か
き
お
疲
れ
さ
ま
で
す
。
屋
根
の

雪
下
ろ
し
も
事
故
が
多
い
よ
う
な
の

で
、
気
を
つ
け
て
行
な
っ
て
く
だ
さ

い
ね
。
ち
な
み
に
私
は
、
高
い
所
が

苦
手
な
の
で
い
つ
で
も〝
へ
っ
ぴ
り

腰
〞で
す
。

　

さ
て
、
少
し
前
の
話
に
な
り
ま
す

が
、
去
年
の
11
月
に
大
き
な
丸
太
を

使
っ
て
「
ス
ウ
ェ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
ト
ー

チ
」な
る
も
の
を
や
っ
て
み
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
丸
太
に
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で

切
れ
込
み
を
入
れ
て
コ
ン
ロ
と
し
て

使
う
も
の
で
す
。

　

今
回
は
芋
煮
を
や
っ
た
の
で
す

が
、
火
力
が
い
ま
い
ち
で
な
か
な
か

煮
え
ず
…
…
。
結
局
ガ
ス
コ
ン
ロ
と

併
用
し
ま
し
た
。
も
う
ち
ょ
っ
と
研

まだまだたくさんの
人との出会いを――

地域おこし協力隊　遠藤 真弓　

第24回

地域おこし協力隊通信

究
・
練
習
し
て
、
今
度
は
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
や
っ
て
み
て
も
お
も
し
ろ
い

と
思
い
ま
し
た
。
興
味
の
あ
る
方
は

ぜ
ひ
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。
一
緒
に

や
り
ま
し
ょ
う
。

　

１
月
を
過
ぎ
、
私
の
協
力
隊
の
任

期
も
残
す
と
こ
ろ
約
一
年
に
な
り
ま

し
た
。
来
年
の
今
頃
は
今
と
は
全
く

違
う
状
況
で
、
生
き
る
こ
と
に
必
死

に
な
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
準
備
も
進

め
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
の

で
、
右
往
左
往
し
な
が
ら
が
ん
ば
り

ま
す
。

　

そ
し
て
、
協
力
隊
の
う
ち
に
も
っ

と
た
く
さ
ん
の
方
と
出
会
え
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
引
き

続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

１_手づくりのスウェデ

ィッシュトーチ　２_火

力の弱さに苦戦しながら

も、おいしくできた芋煮

蚕桑地区で活動中！

１

２
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■町長の動静・交際費に関する問い合わせ　総務課総務係　☎８５-６１２０

町長交際費
町長の主な動静 １月 １月
月　日 行　　事　　名

1月 1日
八乙女八幡神社歳旦祭

鮎貝八幡宮歳旦祭

1月 4日
仕事始めの式

平成 30 年白鷹町新春賀詞交歓会

1月 5日 数え年 100 歳の方への賀詞贈呈訪問

1月 6日 消防団安全祈願祭

1月 7日 十王地区新春懇談会

1月 8日 荒砥地区新春交流会

1月 9日 石巻赤十字病院表敬訪問 （石巻市）

1月 10日 荒砥高校をサポートする会三役会

1月 11日 白鷹ロータリークラブ新年会

1月 13日 東根地区新春交流会

1月 16日 山形県町村会総務委員会

1月 17日 西置賜建設業協会新春建設事業懇談会

1月 18日 重要事業要望　～ 19 日まで （東京都）

月　日 行　　事　　名
1月 19日 白鷹町保育協議会 「保育を語る会」

1月 20日 町スポーツ振興懇談会兼体育協会表彰式

1月 21日
平成 29 年度気仙沼市 ・白鷹町小学生交流事業

芸術文化協会新春のつどい

1月 23日 白鷹きらやか会新春懇談会

1月 24日

新入学児童ランドセル贈呈事業贈呈式 （蚕桑小

学校）

新入学児童ランドセル贈呈事業贈呈式 （鮎貝小

学校）

1月 25日 農業委員会新春農政懇談会

1月 26日 置賜地方町村長 ・議長懇談会

1月 29日
国民健康保険運営協議会

豪雪対策本部会議

1月 31日
東北電力株式会社長井営業所 LED灯贈呈式

アルカディア財団新春懇談会

支出日 区分 支出額(円) 内　　　容
1月 4日 御祝 3,362　 鮎貝八幡宮歳旦祭

1月 10日

御祝 5,000　 白鷹ロータリークラブ新年会

御祝 3,300　 八乙女八幡神社歳旦祭

贈答品 22,500　 重要事業要望

御祝 5,000　 新春建設事業懇談会

1月 11日 御祝 3,000　 防火祈願祭

1月 16日 御祝 5,000　 白鷹町酪農組合新春交流会

支出日 区分 支出額(円) 内　　　容
1月 23日 御祝 5,000　 白鷹きらやか会新春懇談会

1月 26日 御祝 3,300　
あゆ茶屋をめんどう見る会

新年会

1月 29日 香典 5,000　 職員ご親族弔慰金

1月 30日
御祝 3,000　 白鷹町青申会定時総会

御祝 3,000　 十王雪まつり感謝祭

計 66,462　

ひがしね保育園

①イケメンになる？

給食のときに野菜たっぷりのおかずのおかわりを配っていたところ…

保育士「おかわりしたい人？野菜食べるとかっこよくなるよー」

Ａ　男「はいっ！食べる」

保育士「おっ！Ａくんイケメンになるぞー」

Ａ　男「元からだよ！！」

②がんばれ！つぼみ

保育室に飾ってある啓翁桜のつぼみを見て…

Ａ　子「ここ咲いてるよ」

Ｂ　男「ここは少しピンクになってる」

Ｃ　子「つぼみが膨らんでいる」

もう少しで開きそうなつぼみを見て…

Ｄ　子「これはもうひとがんばりだね」
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第２次白鷹町健康増進計画 元気ニコニコしらたか21
vol.56The 2cond Shirataka town Health promotion plan

ＧＥＮＫＩＮＩＫＯＮＩＫＯＳＨＩＲＡＴＡＫＡ 21
【問い合わせ】健康福祉課健康推進係　☎８６-０２１０

　冬は感染性胃腸炎（ノロウイルス・ロタウイルス）やインフルエ

ンザなどの感染症が流行する季節です。ウイルスは低温・低湿度を

好み、外気が冷える冬は感染力が強くなります。さらに空気が乾燥

していると、咳やくしゃみの飛沫に含まれたウイルスがより遠くへ

飛ぶようになるなどの理由から感染症が流行しやすくなります。

　これらの感染症から身を守るためには、うがいや

手洗いなどの日常生活での予防対策が大切です。

・こまめな手洗いは感染予防の基本です。帰宅時や

　咳・くしゃみで口を押さえた後、看病の前後に、

　石けんを十分泡立てて、指先から手首までていね

　いに洗いましょう。

・人が大勢集まる場所の空気中には、病原体がたく

　さん漂っている可能性があるため、帰宅直後のう

　がいは大切です。また、のどや空気が乾燥してい

　るときのうがいもおすすめです。

 □手洗い・うがい
・咳やくしゃみをするときはティッシュなどで口と

　鼻をおさえ、使ったティッシュはすぐゴミ箱へ捨

　てるようにしましょう。また、普段から咳やくしゃ

　みをするときは、直接人に向けてしないように注

　意しましょう。

・咳やくしゃみ等の症状のあるときや、混み合った

　場所（特に屋内や乗り物など換気の不十分な場所

　にいるとき）ではマスクを着用しましょう。

 □咳エチケット

・空気が乾燥すると、のどの防衛機能が低下し、感

　染症にかかりやすくなります。適度な湿度（50～
　60％）を保つことが大切です。また、こまめに窓
　を開けて換気を行いましょう。

 □換気・湿度管理

・規則正しい生活は、免疫力を高めるためにとても

　重要です。日頃から適度な運動と十分な休養、バ

　ランスのとれた食事を心がけ、感染症に負けない

　体づくりをしましょう。

・感染症によっては、予防接種によってかかりにく

　くなったり、また重症化を防ぐ効果があります。

 □予防接種

 □体調管理

冬の感染症予防
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■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

白鷹町青少年国際交流事業
「オーストラリア研修」報告会
12 月 25 日（月）荒砥高校体育館

　平成 29年度の研修に参加した本校生４名が、パワーポイント
を使って報告しました。

荒高掲示板 
・青少年交際交流事業報告会

・吹奏楽部の初演奏

吹奏楽部の初演奏
１月８日（月）成人の日　
荒砥地区コミュニティセンター

　荒砥地区新春交流会にて、本校吹奏楽
部が初演奏を行いました。2018 年もさ
らに躍進します。

　１月 31日、東北電力株式会社長井営業所
様（五十嵐順子所長）から町に LED 灯７基
を寄贈いただきました。
　交通安全と事故防止のために、町内各所に
設置させていただきます。
　ありがとうございました。

東北電力株式会社長井営業所  様

― 町への寄附に感謝 ―

　１月 11日、白鷹ロータリークラブ様（大
村安広会長）より、町の発展のために使って
ほしいと、町に５万円を寄附いただきました。
　これからのまちづくりのために有効に使わ
せていただきます。
　ありがとうございました。

白鷹ロータリークラブ  様

― 町への寄附に感謝 ―
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地域包括支援センター ℡86-0112

高齢者虐待をなくすために
～地域で支え合いましょう～

地域みんなで高齢者や介護する家族を支え、高齢者虐待を防ぎましょう

　高齢者虐待はどこの家庭にも、だれにでも起
こりうる身近な問題です。私たち一人ひとりが
高齢者虐待に対する認識を深め、普段の生活の
中で気がついたことや、できることから行動す
ることで、高齢者虐待の防止につながります。
　重大な危険が生じていない場合であっても、
「虐待かもしれない」と思ったら、早めに相談・
連絡してください。
　守秘義務により、ご連絡していただいた方の
お名前が周囲に漏れることはありません。安心
してご相談・ご連絡ください。

▼「高齢者虐待」にあたる行為

●身体的虐待…暴力を振るう。殴る、つ
　ねる、蹴る、無理やり食事を口に入　
れるなど。
●心理的虐待…言葉や態度で精神的な苦
　痛をあたえるなど。
●介護・世話の放棄・放任 ･･･ 介護や世
　話をしない。または結果として、して
　いないなど。
●経済的虐待…財産やお金を勝手に使
　う。正当な理由もなくお金を使わせな
　いなど。
●性的虐待…本人がいやがる性的な行為
　やその強要など。

高齢者虐待を防止するために、
地域や家庭でちょっと考えてみましょう。

　

成
年
後
見
制
度
と
は
、
認
知
症

な
ど
に
よ
っ
て
物
事
を
判
断
す
る

能
力
が
十
分
で
な
い
方
に
つ
い

て
、
家
庭
裁
判
所
に
よ
っ
て
選
ば

れ
た
成
年
後
見
人
等
が
財
産
の
管

理
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
契
約
を

行
い
、
本
人
の
権
利
を
法
的
に
守

り
生
活
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

　　

こ
の
よ
う
な
困
り
ご
と
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

【
成
年
後
見
制
度
相
談
窓
口
】

白
鷹
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
86

－

０
１
１
２

『
成
年
後
見
制
度
』

こ
ん
な
と
き
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
《
具
体
例
１
》

　

年
金
生
活
の
一
人
暮
ら
し
の

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
訪
問
販
売

　

で
必
要
も
な
い
高
額
な
商
品

　

を
買
っ
て
し
ま
う
。

　

《
具
体
例
２
》

　

最
近
、
物
忘
れ
が
激
し
く
認

　

知
症
の
疑
い
が
あ
り
、
一
人

　

暮
ら
し
の
た
め
お
金
の
管
理

　

な
ど
老
後
が
と
て
も
不
安
だ
。

●高齢者の様子から

□不自然なけがや傷がある

□急に怖がる。家族を見るとおびえる

□無気力、投げやりである

□栄養失調、脱水症状がみられる

□悪臭がする。服が汚れている。部屋が汚い

□介護サービス利用や病院の受診が減った

□傷やあざの説明のつじつまがあわない、

　話したがらない

□やせてきている

●養護者の様子から　

□介護に疲れている

□無気力、投げやりである

□高齢者を怒鳴る。“しつけ”

　と言って叩く

□高齢者の世話に対する不平・不満が多い

□介護サービスを受けさせない

□家に人を入れない。高齢者と親戚や友人等

　を会わせない

□保健・福祉の担当者と会うのを嫌うように

　なる

□留守にしていることが多い

「高齢者虐待」の発見の手がかりとなる「虐待
の危険サイン」を見逃さないようにしましょう

高齢者虐待の早期発見のためのチェックリスト

　あなたの身の回りに思い当たることがあれば、白鷹町地域包括   支援センターに相談　　してください。
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町民課くらし環境係  ☎ 85-6131 ／長井警察署  ☎ 84-0110 ／白鷹西駐在所  ☎ 85-2029 ／白鷹東駐在所  ☎ 85-2046

あんしん×あんぜん

大
相
撲
初
場
所
（
１
月
14
～
28
日
）

取組 星取 決まり手

２日目 ○ 突き出し

３日目 ● 寄り切り

６日目 ○ 押し出し

８日目 ○ 極め倒し

９日目 ○ 寄り切り

12日目 ● 寄り切り

14日目 ○ 寄り切り

西幕下８枚目　５勝２敗

白
は

く

鷹
よ

う

山
ざ

ん

情
報

新
し
い
立
ち
合
い
に
挑
戦

　
　
思
い
切
り
が
功
を
奏
す

今
場
所
を
振
り
返
っ
て

（
白
鷹
山
の
コ
メ
ン
ト
）

　

今
場
所
は
思
い
切
っ
て
新
し

い
立
会
い
に
挑
戦
し
た
場
所
で

し
た
。

　

予
想
し
て
い
た
よ
り
も
立
会

い
が
は
ま
り
、
５
勝
２
敗
と
勝

ち
越
す
事
が
で
き
て〝
ほ
っ
〞と

し
て
い
ま
す
。

　

来
場
所
は
さ
ら
に
相
撲
に
磨

き
を
か
け
て
、
勝
ち
越
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

《白鷹町内の交通事故の特徴》

❶国道・県道の幹線道路での事故が 29件で、町内全体事故の約７割を占めている。
❷事故形態は、車両相互が 37件でその内 15件が追突、10件が出会い頭の事故で町内全体事故の約６割を占めた。
❸死亡事故１件、重傷事故は７件発生し、国道・県道・町道等すべての路線で発生。
❹事故原因は、前方不注意、安全不確認が多く、対向車線へのはみ出しによる事故も発生している。

●山形県警察交通事故発生状況マップは、山形県警察ホームページで公開しています。

●県内で発生した交通事故の場所や傾向が掲載されております。交通事故防止対策にお役立てください。

Ｒ348滝野地内
正面衝突や車両単独

による路外逸脱

Ｒ287荒砥地内
交差点付近での追突

Ｒ287畔藤～広野地内
追突のほか、対向車線はみ出しの正面衝突

山口・鮎貝地内

交差点での出会い頭事故

山形県警察
交通事故発生
状況マップ

!!■交通事故発生状況（平成 29年１月１日～ 12月 31日の一年間）

発生件数 前年比 負傷者数 前年比 死者数 前年比

 山形県 5,816 ▲ 320 7,244 ▲ 426 38 10
長井警察署管内 163 ▲ 45 193 ▲ 59 １ ▲１
白鷹町 39 ▲６ 51 ▲９ １ ０
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あ
の
感
動
の
名
作
が
つ
い
に
白
鷹
町
で
上
映
に
な
り
ま
す
�

戦
時
下
の
困
難
の
中
に
あ
�
て
も
�
工
夫
を
凝
ら
し
て 

豊
か
に
生
き
る
ご
く
普
通
の
家
族
の
姿
は
�
心
を
込
め
て
毎
日
を
生
き
る
こ
と
が

ど
ん
な
に
尊
く
素
敵
か
を
気
付
か
せ
て
く
れ
ま
す
�

    

�
私
た
ち
が
遠
い
も
の
だ
と
思
い
過
ぎ
て
い
る
戦
争
時
代
を
�
映
画
を
観
て
体
験
し

て
ほ
し
い
�
当
時
の
人
々
は
私
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
生
活
し
て
い
た
ん
だ
と
実
感
し
て
ほ
し
い
�
�

　

そ
ん
な
監
督
の
メ
�
セ
�
ジ
は
多
く

の
人
の
共
感
を
呼
び
�
ロ
ン
グ
ラ
ン
上
映
中
�
そ
の
勢
い
は
止
ま
り
ま
せ
ん
�

【白鷹学講座 2017 パート 6】　映画上映会

期日 平成 30 年 3 月 4 日（日）
時間　1 回目午前 10 時～ （9 時 30 分開場）　2 回目午後 2 時 （1 時 30 分開場）　

■　主催 ： 白鷹学講座企画委員会　白鷹町教育委員会　白鷹町中央公民館

■　後援 ： 一般財団法人白鷹町アルカディア財団　■協力 ： 白鷹活動写真倶楽部

あ
り
が
と
う
�
世
界
の
片
隅
に
う
ち
を
見
つ
け
て
く
れ
て
�

■第40回日本アカデミー賞最優秀アニメーション作品賞・第90回キネマ旬報日本映画ベストテン第一位

第71回毎日映画コンクール日本映画優秀賞・平成28年度芸術選奨文部科学大臣賞（片淵須直）　他多数受賞　（本編 129分）

当日券には限りがございますので、 事前購入をお勧めいたします。

み
に
き
て
ね
�■入場料　前売 ・ 当日共通 500 円
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催
　
し

募
　
集

震
災
復
興
支
援
コ
ン
サ
ー
ト

　

今
年
も
震
災
復
興
支
援
コ
ン
サ
ー

ト
を
行
い
ま
す
。
亡
く
な
ら
れ
た
方

々
へ
の
黙
祷
と
、
復
興
に
向
け
て
が

ん
ば
っ
て
い
る
方
々
に
気
持
ち
が
届

く
よ
う
歌
い
ま
す
。

▼
い
つ　

３
月
10
日
（
土
）

　

午
後
７
時
〜

▼
ど
こ
で　

広
野
広
翔
館

■
問
い
合
わ
せ　

金
田
稔

☎
85

－

１
６
１
１　

心
の
健
康
づ
く
り
講
演
会

▼
い
つ　

３
月
５
日
（
月
）

  nformation
　　　　　インフォメーション

情報アラカルト

　白鷹町役場　☎８５-２１１１

▼
入
居
可
能
日　

３
月
下
旬

▼
募
集
期
間　

２
月
13
日
（
火
）
〜

２
月
23
日
（
金
）
午
後
５
時
ま
で

※
土
日
祝
日
を
除
く
。

▼
申
込
方
法　

平
成
28
年
分
、
29
年

分
の
源
泉
徴
収
票
の
写
し
な
ど
入
居

者
全
員
の
所
得
が
わ
か
る
書
類
、
個

人
番
号
が
確
認
で
き
る
書
類
及
び
本

人
確
認
書
類
等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

（
申
込
者
の
要
件
に
よ
り
提
出
書
類

が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
管
理

係　

☎
85

－

６
１
４
０

　  

町
民
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会
の

　  

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

▼
い
つ　

３
月
４
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜

▼
ど
こ
で　

荒
砥
小
学
校
体
育
館

▼
種
目　

混
成
（
４
名
以
上
８
名
以

内
）

▼
参
加
料　

１
チ
ー
ム
８
０
０
円

▼
申
込
締
切　

２
月
28
日
（
水
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会　

守
谷

☎
０
９
０

－

１
４
９
２

－

５
４
６
７

　
　

白
鷹
陽
光
学
園
業
務
員

　
（
契
約
職
員
）を
募
集
し
ま
す

▼
募
集
内
容　

契
約
職
員　

１
名

▼
勤
務
先　

障
害
者
支
援
施
設
白
鷹

陽
光
学
園

▼
業
務
内
容　

施
設
内
外
の
環
境
保

全
と
安
全
管
理
、
車
両
の
運
行
管
理

等▼
応
募
資
格　

大
型
自
動
車
免
許
、

危
険
物
取
扱
者
乙
種
第
４
類

▼
採
用
日　

平
成
30
年
４
月
１
日

▼
就
業
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
30
分

※
そ
の
他
、
詳
細
は
白
鷹
陽
光
学
園

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
９
９
２

－

０
７
７
４

白
鷹
町
大
字
山
口
４
０
８
番
地

障
害
者
支
援
施
設
白
鷹
陽
光
学
園

☎
85

－

３
０
３
０

　  

　
放
送
大
学

　
　  

４
月
生
を
募
集
し
ま
す

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
等
の
放
送

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ

通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分

野
を
学
べ
ま
す
。

▼
募
集
期
間

・
第
１
回　

２
月
28
日
（
水
）
ま
で

・
第
２
回　

３
月
１
日
（
木
）
〜
20

　

日
（
火
）

※
詳
し
い
資
料
を
無
料
進
呈
し
て
い

ま
す
の
で
、
電
話
も
し
く
は
放
送
大

　

午
後
３
時
〜
４
時
30
分

▼
ど
こ
で　

置
賜
総
合
支
庁　

講
堂

▼
内
容　

講
演
「
こ
こ
ろ
の
ピ
ン
チ

を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
！
〜
認
知
と

行
動
、
考
え
方
の
コ
ツ
を
学
ぼ
う
〜
」

・
講
師　

後
藤
剛　

氏
（
山
形
さ
く

ら
町
病
院
精
神
科
医
師
）

▼
参
加
料　

無
料

▼
申
込
締
切　

３
月
１
日
（
木
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

置
賜
保
健
所
地
域
保
健
福
祉
課
精
神

保
健
福
祉
担
当

☎
０
２
３
８

－

22

－

３
０
１
５

町
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

《
神
明
ア
パ
ー
ト
》

▼
所
在
地　

白
鷹
町
大
字
鮎
貝
２
４

６
８

－
１
０

▼
募
集
戸
数　

１
戸
（
一
般
用
）

▼
間
取
り　

３
Ｄ
Ｋ
（
６
＋
６
＋
４

・
５
畳
＋
台
所
＋
浴
室
）

▼
家
賃　

所
得
額
等
に
よ
り
月
額
１

万
６
８
０
０
円
〜
３
万
３
１
０
０
円

▼
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

▼
入
居
資
格　

住
宅
困
窮
者
で
、
入

居
世
帯
の
収
入
が
公
営
住
宅
法
の
基

準
以
下
で
、
原
則
と
し
て
同
居
す
る

親
族
が
い
る
方
及
び
暴
力
団
関
係
者

で
は
な
い
方

広 

告

 
平成29年 5月 26日 

 

看護師・准看護師・作業療法士・精神保健福祉士 募集 

0238-87-8000 

𠮷𠮷川記念病院 
小児科・内科・精神科 

児童精神科・老年精神科 

神経内科・リハビリテーション科 

4 月 1日より新しく 熊澤 豊 医師が入職され、診療体制が充実しました。 

専門は消化器内科ですが、内科一般幅広く対応いたします。 

診察日は月・火・水・木曜日の 9時～12時、14時～17時です。 

診察(新患も可)をご希望の方は、随時お受けいたします。 

〒993-0075 長井市成田 1888-1 

医 療 法 人 杏 山 会 
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広 

告

お
し
ら
せ

学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

ouj.ac.jp/

）
か
ら
請
求
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

放
送
大
学
山
形
学

習
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３

－

６
４
６

－

８
８
３
６

　
　
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
安
全
利
用

　
　
研
修
会
参
加
者
募
集

　

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る
安
全
な
伐

木
造
材
作
業
と
、
目
立
て
等
の
整
備

方
法
を
学
ぶ
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
い
つ　

３
月
16
日
（
金
）

　

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

▼
ど
こ
で　

飯
豊
少
年
自
然
の
家 

二
階
研
修
室

▼
内
容

・
講
話
「
安
全
な
伐
木
造
材
作
業
に

　
　
　
　

つ
い
て
」

・
実
習
「
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
整
備

　
　
　

（
目
立
て
等
）
に
つ
い
て
」

▼
定
員　

25
名

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

▼
参
加
費　

無
料

▼
そ
の
他　

実
習
を
行
い
ま
す
の
で
、

作
業
着
・
軍
手
等
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
や
目
立

て
道
具
（
丸
や
す
り
等
）
を
お
持
ち

の
方
は
ご
用
意
い
た
だ
き
、
持
参
し

な
い
方
は
そ
の
旨
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。
な
お
、
こ
の
研
修
は
労
働
安
全

衛
生
法
第
五
九
条
第
三
項
の
特
別
教

育
に
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

▼
申
込
締
切　

３
月
12
日
（
月
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

置
賜
総
合
支
庁
森
林
整
備
課
普
及
担

当　

☎
０
２
３
８

－

26

－

６
０
６
５

　
　

山
形
県
立
農
林
大
学
校

　
「
研
修
生
」
を
募
集
し
ま
す

　

こ
れ
か
ら
農
業
を
始
め
よ
う
と
す

る
方
、
ま
た
新
分
野
の
導
入
・
農
産

加
工
に
取
り
組
む
方
を
対
象
に
し
た

研
修
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
コ
ー
ス　

新
規
就
農
支
援
研
修
、

農
業
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
研
修

▼
研
修
期
間　

平
成
30
年
４
月
〜
平

成
31
年
３
月
の
１
年
間　
　
　

▼
応
募
人
員

①
新
規
就
農　

50
名

②
新
分
野
導
入
・
農
産
加
工　

20
名

▼
研
修
先　

農
業
関
係
試
験
研
究
機

関
、
先
進
農
業
経
営
者
、
農
林
大
学

校
等

▼
受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ

ス
ト
・
傷
害
保
険
・
宿
泊
等
の
必
要

経
費
は
自
己
負
担
）

▼
申
込
締
切　

３
月
16
日
（
金
）

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

山
形
県
立
農
林
大
学
校
研
修
部

☎
０
２
３
３

－

22

－

８
７
９
４

ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　

病
院
や
福
祉
施
設
で
、
患
者
さ
ん

た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
命
や

医
療
、
看
護
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。
一
般
の
方
に
、
看
護
の
仕

事
を
体
験
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
い
つ　

５
月
６
日
（
日
）
〜
19
日

（
土
）
の
施
設
実
施
日

▼
体
験
で
き
る
施
設　

県
内
の
病
院
、

診
療
所
、
福
祉
施
設
、
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
等

▼
対
象　

一
般
市
民

▼
応
募
方
法

⑴
高
校
生
は
学
校
を
通
じ
て
申
し
込

　

む
（
各
高
校
に
通
知
文
送
付
）

⑵
高
校
生
以
外
の
方
は
次
の
内
容
を

　

ハ
ガ
キ
に
明
記
の
う
え
申
し
込
む

①
住
所
（
郵
便
番
号
）
②
氏
名
（
ふ

り
が
な
）
③
性
別
④
年
齢
⑤
職
業
ま

た
は
学
校
名
⑥
電
話
番
号
（
日
中
に

連
絡
の
取
れ
る
と
こ
ろ
）
⑦
希
望
施

設
名
・
希
望
実
施
日
（
第
３
希
望
ま

で
）
⑧
白
衣
サ
イ
ズ
（
Ｓ
・
Ｍ
・
Ｌ

・
LL
）

▼
申
込
期
間　

２
月
23
日（
金
）ま
で

※
期
間
外
は
受
付
け
ま
せ
ん
。

▼
そ
の
他　

施
設
ご
と
の
定
員
に
よ

り
体
験
施
設
を
調
整
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
９
９
０

－

２
４
７
３

山
形
市
松
栄
１

－

５

－

45

山
形
県
看
護
協
会
「
ふ
れ
あ
い
看
護

体
験
」
担
当

☎
０
２
３

－

６
８
５

－

８
０
３
３

　
元
気
ニ
コ
ニ
コ
軽
ス
ポ
ー
ツ
の

　
ご
案
内

　　

仲
間
と
一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
体

を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
い
つ　

３
月
３
日
（
土
）

　

午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
ど
こ
で　

荒
砥
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー　

ホ
ー
ル

▼
内
容　

ス
ト
レ
ッ
チ
研
修
会
、
ワ

　
　♡

３
月
の
開
催
日

　

３
月
14
日
（
水
）

　

午
後
４
時
〜
７
時

▼
場
所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

１
階
相
談
室
及
び「K

`s space

」

（
山
口
・
喜
多
楼
隣
）

▼
相
談
料　

無
料

※
平
成
30
年
度
の
開
催
に
つ
い
て

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課
子

育
て
支
援
係

☎
86

－
０
２
１
２

《
婚
活
応
援
室
》

農業に興味のある
女性を大募集！

どりいむ農園直売所

　どりいむ農園では、女性の方で農業に興味のある方を募集

しています。家庭菜園をやってみたい方や、漬物・一部加工

をしてみたい方等、関心のある方はぜひお申し込みください。

　募集申込書は「どりいむ農園」に用意しています。

※電話または FAXでも受付けています。

●家庭菜園に関心のある方には栽培講習会

●漬物や一部加工品に興味のある方には講習会や研修会

☎85-2922／ FAX85-2927

　

お気軽にお申し込みください♪
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《
歩
行
者
編
》

【
油
断
大
敵
！
自
分
で
自
分
を
る
！
】

●
車
か
ら
歩
行
者
は
見
え
て
い
ま
せ

　
ん
。

・
道
路
わ
き
の
雪
山
の
陰
か
ら
急
に

　

横
断
し
な
い
。

・
足
元
を
気
に
し
過
ぎ
て
、
車
の
注

　

意
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
。

・
吹
雪
の
中
で
も
し
っ
か
り
安
全
確

　

認
。

●
家
の
出
入
口
付
近
で
除
雪
作
業
す

　
る
場
合
。

・
通
行
車
両
に
注
意
し
、
道
路
に
は

　

み
出
し
て
の
作
業
は
し
な
い
。

※
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
を
、
家

族
み
ん
な
で
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

・
ト
ン
ネ
ル
の
出
入
口
。

・
水
の
浮
い
た
ア
イ
ス
バ
ー
ン
。

●
油
断
し
が
ち
な
場
面
！
慎
重
な
運

　
転
を
。

・
暖
か
い
日
の
日
陰
部
分
。

・
雪
が
少
し
降
っ
た
早
朝
。

・
ゆ
る
い
下
り
坂
、
ゆ
る
い
カ
ー
ブ
。

・
わ
だ
ち
や
凹
凸
。

●
地
吹
雪
や
濃
霧
な
ど
の
悪
天
候
や

　
視
界
不
良
時
は
昼
間
点
灯
を
積
極

　
的
に
。

・
相
手
に
早
く
気
づ
か
せ
安
全
に
走

　

行
。

・
視
界
不
良
時
の
安
全
確
認
の
徹
底

　

と
徐
行
。

・
道
路
わ
き
の
雪
山
に
隠
れ
た
歩
行

　

者
や
車
の
予
測
。

ナ
ゲ
、
ペ
タ
ン
ク

▼
講
師　

海
老
名
ま
ゆ
み
保
健
師

▼
持
ち
物　

飲
み
物
、
ズ
ッ
ク

■
問
い
合
わ
せ　

元
気
ニ
コ
ニ
コ
推

進
会　

平
吹　

隆

☎
０
８
０

－

５
２
２
１

－

０
９
４
２

　

「
書
き
損
じ
は
が
き
」
の

　
　
回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

山
形
県
高
等
学
校
青
少
年
赤
十
字

連
絡
協
議
会
で
は
「
書
き
損
じ
は
が

き
」
を
換
金
し
て
文
房
具
を
購
入
し
、

発
展
途
上
国
の
小
学
校
な
ど
に
届
け

る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
高
等
学
校
等
に
お
け

る
回
収
と
同
様
に
、
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
健
康
福
祉
課
で
も
回
収
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
受
付
期
間　

３
月
16
日（
金
）ま
で

▼
受
付
・
問
い
合
わ
せ

日
赤
白
鷹
町
分
区
（
健
康
福
祉
課
福

祉
係
）
☎
86

－

０
１
１
１

　
　

交
通
安
全
で

　
　
冬
を
乗
り
超
え
ま
し
ょ
う

《
ド
ラ
イ
バ
ー
編
》

【
ゆ
っ
く
り
走
ろ
う
！
あ
ぶ
な
い
冬
道
！
】

●
滑
り
や
す
い
路
面
を
見
落
と
さ
な

　
い
。

・
黒
っ
ぽ
く
見
え
る
路
面
。

・
交
差
点
の
手
前
、
そ
の
付
近
。

・
橋
の
上
。

　

２月・３月開催
支えあう地域づくりなないろの会
（福祉型小さな拠点）のご案内

　誰もが健康づくりや交流を楽しめる居場所を
開催しています。お気軽においでください。

「いきいき百歳体操と茶話会」

●日　程　２月 16 日（金）・23 日（金）・３月
　２日（金）・９日（金）・16日（金）・23日（金）・
　30日（金）午前 10時～ 11時 45分
●場　所　「たんぽぽ」（鮎貝神明町「陽光学園
　グループホーム陽だまり」西側）
●対象者　どなたでも（申込不要）
●利用料　１回 100 円
●持ち物　バスタオル（百歳体操時、椅子の下
　に敷きます。）

［特別企画］「笑いヨガ」

●日程　３月 20日（火）
　午前 10時 30分～ 11時 45分
●対象　どなたでも（申込不要）
●利用料　300 円
●持ち物　不要
※広報しらたか１月 15 日号でお知らせした、
　２月 20日（火）［特別企画］「笑いヨガ」は、「歌
　で元気に！」～歌に合わせて楽しく体操～に
　内容が変更になります。
【問い合わせ・事務局】
支えあう地域づくりなないろの会
平泉　☎ 85-0143 ／橋本　☎ 85-3676

２月開催「のどかカフェ」のご案内

　誰もが気軽に参加できる場として、「のどか
カフェ」を開催しています。お茶を飲みながら
参加者同士で認知症や介護、介護予防、健康づ
くり等について情報交換をしています。毎月第
４水曜日に開催しています。
●会　場　ちょぼらの家（荒砥甲 373-8）
●参加料　無料
●開催日　２月28日（水）
　午後２時～３時 30分
※申込不要。直接会場にお越しください。
【問い合わせ】
健康福祉課地域包括支援センター係　
☎86-0112

広 

告
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 白鷹
町
総
合
型
地
域 

 

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
通
信 

Vol.６８ 

Ｒ
Ｏ
＊
Ｋ
Ｕ

ロ

ッ

ク

を
楽
し
も
う
♪ 

 
問
い
合
せ
・申
し
込
み
は 

す
べ
て
事
務
局
ま
で
♪ 

〝
ま
も
な
く 

 
 

新
年
度
!!
〟 

 

新
年
度
入
会
募
集
が
始
ま
り
ま

す
。
加
入
さ
れ
た
方
に
限
り
、 

全
て
、
初
回
無
料
と
な
り
ま
す
。 

☆
ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
教
室 

▼
毎
月
第
１
、
３
木
曜
日 

 

▼
午
後
７
時
30
分 

 
 

 

～
８
時
30
分 

▼
場
所 

白
鷹
町
武
道
館 

▼
対
象 

大
人
・
シ
ニ
ア
向
け 

☆
け
ん
こ
う
塾 

▼
毎
週
火
曜
日 

 

    

ス
ト
レ
ッ
チ
や
健
康
体
操
等 

▼
午
前
10
時
～
11
時
30
分 

▼
場
所 

中
央
公
民
館 

▼
対
象 

大
人
、
シ
ニ
ア 

☆
走
り
っ
か
ク
ラ
ブ 

▼
毎
週
月
・
水
曜
日  

▼
午
後
６
時
30
分
～
７
時
50
分 

▼
場
所 

 

 
 

 

夏
期 

 

荒
小
グ
ラ
ウ
ン
ド 

 
 

 

冬
期 

 

中
央
公
民
館
等 

▼
対
象 

小
学
校
４
年
生
以
上 

 
 

 
 

 

白鷹町総合型地域ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ 

ゆめスポしらたか 

「RO＊KU
ロ ッ ク

」会長 岡田 明 

  (白鷹町武道館内) 
tel.87-8988   
E-mail   rokku@sgic.jp 
ホームページ  
「ゆめスポ 

しらたか」 

で検索。または、 

☆
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ 

▼
毎
週
水
曜
日 

 

  

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ 

▼
午
後
７
時
30
分
～
９
時 

▼
場
所 

白
鷹
中
体
育
館 

▼
対
象 

小
学
生 

☆
セ
ル
フ
整
体
教
室 

▼
毎
月
第
２
、
４
木
曜
日 

▼
午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分 

▼
場
所 

白
鷹
町
武
道
館 

▼
対
象 

大
人
・
シ
ニ
ア
向
け 

☆
ヨ
ガ
＆
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室 

▼
第
２
・
４
月
曜
日 

▼
午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分 

▼
場
所 

東
陽
ホ
ー
ル 

▼
対
象 

ど
な
た
で
も 

※ 

現
在
ロ
ッ
ク
事
業
の
充
実
、
拡
大
を

検
討
中
。 

今
後
、
各
教
室
の
内
容
や

ネ
ー
ミ
ン
グ
を
一
部
変
更
す
る
場
合

が
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

vol.
101

［TEL］  85-9071    　［FAX］  85- 9072
［E-mail］  shirataka@ayu-m.jp
［URL］  http://www.ayu-m.jp/
開館時間

あゆーむ

午前９時～午後５時 ※夜間のご予約がある
場合は午後１０時まで（ギャラリーを除く）。

３月までの休館日
2/13（火）・19（月）・26（月）
3/5（月）・12（月）・19（月）・26（月）

● 

第
42
回

▼
い
　
つ
　
2
月
25
日（
日
）
午
後

　
1
時
30
分
開
始
（
12
時
45
分
受
付

　
開
始
）

▼
ど
こ
で
　
ホ
ー
ル

▼
出
　
演
　
荒
川
一
美
さ
ん 

、
飯

沢
道
子
さ
ん
、
五
十
嵐
啓
子
さ
ん
、

小
林
真
由
美
さ
ん
、
志
鎌
典
子
さ

ん
、
長
谷
川
悟
さ
ん
　
ほ
か

▼
会
　
費
　
5
0
0
円

　（
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
き
）

▼
定
　
員
　
80
人

　（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

▼
申
し
込
み
　
あ
ゆ
ー
む
ま
で
お

　
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

● 

第
6
回  

　
そ
ば
猪
口
ア
ー
ト
公
募
展

● 
梅
津
五
郎
絵
画
展

　
　
　  
早
春
の
よ
ろ
こ
び

同
時
開
催

▲梅津五郎 《 樹氷（蔵王）》1991

▲そば猪口アート公募展
［大賞］   松木  光治 《 red & yellow 》

▼
い
　
つ
　
3
月
4
日
（
日
） 

〜

　
3
月
25
日
（
日
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

▼
ど
こ
で
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
休
館
日
　
月
曜
日

▼
観
覧
料
　
一
般
個
人
2
0
0
円

　
　
　
　
　
高
校
生
以
下
無
料

（
そ
ば
猪
口
ア
ー
ト
公
募
展
と
共
通
）

▼
主
　
催
　
白
鷹
町
文
化
交
流
セ

　
ン
タ
ー

　
重
厚
な
絵
肌
と
非
凡
な
色
彩
感

覚
で
妙
趣
に
富
ん
だ
作
品
を
多
く

残
し
た
梅
津
五
郎
の
作
品
か
ら
、

冬
〜
春
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
い
　
つ
　
３
月
18
日
（
日
）

　
午
前
９
時
15
分
あ
ゆ
ー
む
集
合
、

　
午
後
３
時
あ
ゆ
ー
む
着（
予
定
）

▼
参
加
料
　
2
0
0
0
円
（
昼
食
、

　
諸
経
費
込
み
）

※

小
・
中
学
生
は
保
護
者
同
伴

▼
定
　
員
　 

20
名

▼
申
込
締
切
　
3
月
13
日
（
火
）

※

定
員
に
な
り
次
第
締
切

▼
申
し
込
み
　
あ
ゆ
ー
む
ま
で
お

　
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
内
　
容
　
柏
倉
家
の
お
ひ
な
様

● 

あ
ゆ
ー
む
号
で
行
く

「
柏
倉
九
左
衛
門
家
の

　
　
　
　
　
ひ
な
ま
つ
り
」

　
と
、
中
山
町
出
身
の
俳
優
・
佐
藤

　
俊
介
さ
ん
の
朗
読
劇
を
見
学
し

　
ま
す
。

▼
主
　
催
　
白
鷹
町
文
化
交
流
セ

　
ン
タ
ー
、
そ
ば
猪
口
ア
ー
ト
展

　
実
行
委
員
会
、
安
曇
野
髙
橋
節

　
郎
記
念
美
術
館

▼
協
　
力
　
瀬
戸
市
新
世
紀
工
芸

　
館
、
平
成
記
念
美
術
館
ギ
ャ
ラ

　
リ
ー
、信
州
安
曇
野
「
新
そ
ば
と

　
食
の
感
謝
祭
」
実
行
委
員
会

　
長
野
県
安
曇
野
市
の
「
髙
橋
節

郎
記
念
美
術
館
」
が
国
際
的
に
公

募
を
し
た
、
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の

ア
ー
ト
（
そ
ば
猪
口
）
の
秀
作
を
展

示
す
る
巡
回
展
で
す
。

　
約
半
数
を
３
月
15
日（
木
）ま
で
。

３
月
16
日（
金
）か
ら
残
り
の
半
数

を
入
れ
替
え
て
展
示
し
ま
す
。
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【１月１日～１月31日 届出】

戸籍の窓に載せたい方は、届出のとき

に戸籍年金係にお申し出ください。

住 所 父母の名 子の名

畔　藤 内谷 健二 清
せい

　二
じ

香織

こんにちは赤ちゃん

表紙の写真

　どりいむ農園直売所の観光いちご園が

２月３日に開園。毎週土曜・日曜の午後

１時 30 分から２時まで営業しています。

　表紙の女の子は、長井市から家族で来

園した稲葉実咲（みさき）ちゃん。真っ赤

に実った大粒のイチゴをパクリと食べた

瞬間、その甘酸っぱいおいしさに笑顔の

花が咲きました。

　白鷹町商工会（黒澤利朗会長）では、
白鷹町が紅花生産量日本一を誇る「日本
の紅（あか）をつくる町」であることか
ら、町内の有志企業による委員会を組織
し、紅（あか）色に注目した商品開発を
進めています。紅花だけではなく、白鷹
産トマトや米沢牛など、白鷹町に由来
する「紅（あか）」を集め、SHIRATAKA 
RED（シラタカ・レッド）商品として町
内外へ PRしていきます。
　発表会では、今年度開発した商品の紹
介のほか、展示・試食・販売を行います。
ぜひ商品を手に取って白鷹の紅（あか）
の魅力・町内企業の魅力を実感してくだ
さい。

主催：白鷹町商工会
共催：白鷹町「日本の紅（あか）をつくる町」連携推進本部
【問い合わせ】白鷹町商工会　☎ 85-0055（担当：梅津・石川）

　　　　　
シラタカ・レッド商品発表会開催！

中　山　  佐　藤　　　雄     82
鮎　貝　  三　宅　み　つ      93
荒砥乙　  樋　口　勝　子      79
畔　藤　  髙　橋　利　昭      72
萩　野　  小　川　ト　モ      96
中　山　  髙　田　東　一      75
高　岡  　大　滝　み　よ      82
十　王　  松　田　ゆきよ      94
深　山　  横　澤　と　み      85
浅　立　  鈴　木　岩　男      69
荒砥甲　  大　友　　つゑ    102
鮎　貝　  佐　藤　春　雄      87
荒砥乙　  石　井　一　夫 　75
畔　藤　  　　原　三　重      93
鮎　貝　  三　宅　廣　輝     67
鮎　貝　  今　野　す　ゑ　 96
鮎　貝　  白　田　　隆　　 80
大　瀬　  吉　田　美代志　 90
鮎　貝　  馬　　　誠　吉　 85
横田尻　  鈴　木　　宏　　 90
中　山　  村　山　タマエ　 92
高　玉　  佐　藤　き　り　 92
鮎　貝　  江　口　く　に　 91
畔　藤　  渋　谷　と　み　 84

お　く　や　み

 住 所　　   　氏　名      年齢

大　友　　つゑ    

●開催日時　２月 21日（水）午後１時～３時
※商品発表会のあと、展示販売会（試食もできます）
●開催場所　白鷹町文化交流センター「あゆーむ」ホール
※入場無料・予約不要・入退場自由
●出展社数　9社
●出 展 物　和洋菓子、麺類、漬物、調味料、工芸品、雑貨

とまとカステラ

紅花ハーバリウム

開発商品だけでなく、関連商品も多数
とりそろえています！お楽しみ♪ 2/21

水

♥

　　 氏　名　　　　　 住 所

横　山　貴　文　 　荒砥甲
大　滝　彩　加 　　十　王
横　澤　秀　平 　　深　山
新　野　晴　香 　　高　玉
菅　原　　正　 　　十　王
東海林　絵　里 　　東根市
平　舘　章　義 　　青森県
新　野　真　希 　　畔　藤
髙　橋　寿　規 　　高　玉
神　尾　麻　衣 　　天童市

ご結婚おめでとう

♥

♥

♥

♥

場
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編
集
と
発
行
／
白
鷹
町
企
画
政
策
課

　

白
鷹
の
風
景
や
お
祭
り
、
行
事

等
を
取
材
し
て
映
像
に
残
し
は
じ

め
た
の
は
、
伊
藤
会
長
が
川
西
町

か
ら
白
鷹
町
へ
移
っ
て
き
た
と
き

か
ら
。「
白
鷹
に
は
川
西
に
は
な
い

す
ば
ら
し
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ

っ
た
。
で
も
、
地
元
の
人
は
そ
れ

ら
を
当
た
り
前
の
よ
う
に
感
じ
て

い
る
よ
う
だ
っ
た
」
と
伊
藤
会
長

は
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
地
域
づ
く
り
と
い
う

と
『
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
―
―
』

と
考
え
が
ち
だ
が
、
そ
れ
ら
は
い

ろ
い
ろ
な
デ
ー
タ
が
あ
る
か
ら
こ

そ
で
き
る
も
の
。
だ
か
ら
映
像
を

保
存
し
て
、
利
用
し
た
い
と
い
う

人
の
為
に
残
し
て
い
る
ん
だ
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
例
え
ば〝
獅
子
〞だ
け

ど
。
昔
は
集
落
ご
と
や
っ
て
い
た

が
、
人
が
い
な
く
な
り
で
き
な
く

な
っ
て
き
た
。
で
も
、
何
十
年
後

か
に
『
や
っ
て
み
よ
う
』
と
い
う

人
が
出
て
き
た
と
き
の
た
め
に
記

録
を
残
し
て
い
る
」
と
、
町
に
残

る
文
化
の〝
未
来
〞に
も
目
を
向
け

て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
、
や
は
り
最
初
は
取

材
を
行
う
こ
と
に
葛
藤
が
あ
っ
た

そ
う
。「
頼
ま
れ
る
と
大
き
な
顔
し

て
参
加
で
き
る
け
ど
、
そ
う
で
な

け
れ
ば
『
な
ぜ
い
る
の
？
』
と
思

わ
れ
る
。
で
も
、
記
録
を
残
す
こ

と
は
そ
の
と
き
し
か
で
き
な
い
か

ら
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
く
よ
」

と
力
強
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
未
来
に
つ
な
が
る
映
像
を
残
す
」

❶伊藤会長が地道に取材して作った映像や資料の一部。デ
ータを抽出して映像にするのが大変とのこと　❷「春待ち
桜」というDVD。薬師ザクラの冬の間の記録が収められて

いる　❸取材に欠かすことのできない愛用の機材の数々。
最近はドローンを使っての撮影もしているとのこと

地
域
お
こ
し
協
力
隊

菅
野 

裕
子
さ
ん

「　白鷹町芸術文化協会　」
　　伊藤 久志さん（鮎貝・73歳）

しらたかの鉄人！達人！　　 　
地域おこし協力隊が見っけだ

連 載 企 画

のどか村での田植えの映像を

伊藤さんが持ってきてくれた

んです。早速、両親に映像を

見てもらいながら話したらす

ごく伝わり、そのことを伊藤

さんに話したら「言って分か

らなくても目で見ればわか

る」と答えてくれて、本当に

その通りだなと思いました。

❶ ❷

❸

▼
１
月
下
旬
か
ら
日
本
に
過
去
最

強
ク
ラ
ス
の
寒
気
が
居
座
り
続
け
、

全
国
各
地
に
さ
ま
ざ
ま
な
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
特
に
ニ
ュ
ー

ス
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
東

京
都
心
を
中
心
と
す
る
関
東
圏
域

の
様
子
。
積
雪
に
よ
る
交
通
機
関

の
乱
れ
に
よ
り
、
駅
に
ご
っ
た
返

す
人
た
ち
や
道
路
に
立
ち
往
生
す

る
車
の
数
々
。
た
だ
た
だ
寒
い
中

大
変
だ
な
あ
と
テ
レ
ビ
を
見
つ
め

て
い
た
と
こ
ろ
、
東
京
の
友
達
か

ら
１
件
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
ラ
イ
ン
）

が
。
送
ら
れ
て
き
た
の
は
小
さ
な

〝
雪
だ
る
ま
〞の
写
真
…
…
な
ん
だ

か
心
が
ほ
っ
こ
り
し
ま
し
た
。

▼
今
年
は
白
鷹
町
で
も
豪
雪
対
策

本
部
が
設
置
さ
れ
る
ほ
ど
の
大
雪
。

私
も
少
し
で
も
町
民
の
皆
さ
ん
の

役
に
立
て
れ
ば
と
、
除
雪
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
あ
ま
り
の
雪

の
多
さ
に
よ
り
作
業
は
難
航
。
で

き
る
範
囲
で
し
か
き
れ
い
に
除
雪

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
涙
な
が

ら
の
感
謝
の
言
葉
に
、
温
か
い
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

▼
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
中
に
は
、
心
温
ま
る
瞬
間
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
最
近
の
出
来

事
か
ら
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
よ
う

に
感
じ
た〝
冷
え
性
〞の
て
づ
か
で

し
た
。
　
　
　
　
　
　（
て
づ
か
）

★広報しらたかは再生紙を使用しています。
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